


中V DALEテ ーサレアルメエ荘を開英 (7ランス承市に親可tれ る)

日獣革道接術研究所 程型によるこ寝豪残

□既ほ道=統 研究所 打営=工 =大 型実験

国鉄既道=行 研究所 大型編助合は る盛=の 市こと実班

中央自動車道上野原工■区で=格 的に価エ       ー

回転空〕本線大張野羽“境線増エヨに芸道として初めて適用

テールアルノエ送りな術■入契れな部篤される

」Ⅲ獣商事株式会社 行計実価構を取,

ヨ間駒Ⅲ (I力 )でを査大目ゆ価列翌定を取々

を設有=ネ 研究所 ニチ元種型Ftよa酸 連豪慶

を設省=水 研究所 実大モテ レ〔よるガートレール而突 ス■ン副懸などを岳割定

価工実績10万市=突 酸 ⅢⅢ桜高ヨ妄縦)

窪霞`=六 研究所 1′2モデル|てよる振動実験

湾霞省=ホ 研式所幅「摘登=墜 工=彦 計 佐I指 "(車 )J刊う

日本テールアルメ宙会設立

怖 車=(テ ールアルメ)堅工た設計 おこマニュアルJFJF Fr)=本研■■ン'一

リツ,ス トリッブの導入 テサイン入■ンの円莞

連ヨ省i六 研究所 さまざまな長面,状 をしたストワッブリヨ拡ま醸

日張拒=拘 霞FI事務所福「橋強=設 gi施 工の■号者J刊行

日=道 電公口掲1磁at巨碩」[神埜=小 :口載される

昭和,3年日=湾 中は「地震|てお するテールアルメ聖閣=

財口法人 日本を車センター 甚碓評定資員会においてⅢ疑高再株式=任 の

テールアルメエたな一披T定 を質ける

ミ=テ ールアルメ マルチ]― ナースキンリ開発

テールアルメ橋台 (ウ見橋 ほ合,イ カ の値ェ

宮山県 中部ほ力 幅光連京所【[お しヽて紛塵古ご35mり 5段おテールテルメ価I ｀
、

■日法ム 建算振興臨会において1宅地道成に月いる

テールアルノエお海討至占会Jを設ロ

科学☆行庁防友科学研究所にお,る 実的大振動実験実佐

平成7年兵直民市自「地客の発生 履fか うすOkm国 内の1 24tFn線を実地面=

日=道 露公口によるヨ型1タイブ」い奎面材の用残 導入

宅地遭,章 規制と施行ヽ十【雲ウく六E稼 定取召

"型 コンクリート入■ン(タイフⅢ 慮●1■n)の廟第 ■入

テラウェール(経イしテールアルメIお |の開発 も大(NET S営規No Fに,900〕■り

臨験=(テ ー)"すレメ)墜工= 設計 価エマ=ュカ ,草を回取訂ほり為 i nI,■本田=tンター

欄西=(テ ー レカ ,ン1彗工= 設計 魔ニマニュアル窮,回改:班 の発行 い|=十年軍センター

テールアルメエ法A3の阿受 ■入(NET 5登車No(D040012V)

Ⅲ厳南,ど こヌケーケートレーティンた 0合 市 [より JF〔両ヨか芸定

スー′(―テールアルメこ芝り岡案 尊入(NEコ5登笠中oO,00002V―

テールアルメI法 の施工実ほ 貿:1750万市

JF〔高ヨテールワンほ式合4・題=

アクアテール35り開発 導入
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【テールアルメエ法A3】 (NETIS ttaF No〔 B040062 V)

抜辞の実標と費心題を有する十字形肇面材に ス トリップを最適配置した新スタンダー ド

14t"】 |コンタツートスキンタイ方
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●'|=タイアつテールアルメのこ所 よ■のまま〔`■ ,“ヒ と京にな宮 [向上しました

●数ヨくの実拡 に摩tEお ヽい,定 に お産をホ確主軌 た■,セ スキンをF用 します

●十掲力のサとい望上部のストリッフ働Eをより合理イヒし “11,円 E小 力E“ヒ!れ ました

●A■よ竺由の官定に 追防に [9,し たトライアンカ レヨ■で rfiホ カを1■=[,1■ 'た幅亡ストウッフをにHし ます

●古葛Eス トワッフ十に0い ぃ1と崎亡ストウッブ十情00nm)を うユに把t ,`す 0■ ●莉|五均■り塩梅を空,し ました

【ス トリップの最適配

■■,イフ

置 と幅広の効果】

ブ

高まE   馬●
ストリンフ  ストワツフ
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壁上部のスキンはストリッブ引眼応力に余裕があるため
A3タ イジを用いて敷設間隔(75cm-10m)を 広げる。

敷設間隔が広がったことによるスト

リッフ引き抜け抵抗力の低減を幅広
ストリップで力′(―し ストリッブ長

を短縮
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こんな現な に有効て五

への道l C を加■する●,

笙面々l F に苗鞭[ 所 4 ● いる現I F
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【アクアテール35】 (N ETi5登 鋒 No(C100020A)

=ん な現鳩t有 効【キ

日々進化を続けるテールアルメ 抜群り安定感を詩る高耐久BE面拐そ河川格道胸のフイール ドヘ

20,0年10月 水辺専用の鵜議土I法 として初めてNET Sこ登録されました

●350mmり 富摩な河 Ⅲ流水豆ならすに湧岸預車の塩を地域へつ適用をな月にしました

0従 来り質面材に比べ 霞■ブロックと伺専の墜rに すること【 環流的のB突 や臨託に対する括れ力が飛躍的にυPしました

●質面】E■ は2〔取下て クレーンな在ヽバックフオーで確Iぶ 可能 にい墜面材ば超立時の費定事を増し ヨ 〔おエスピード

を達"ま す

0新 しいパネルの桜手形状は ,川 の流申型にお,た 機にを可能に します また日地が'以 工り綬削を実たし 水Ⅲど■ぶ

篤 く景頓 tこれます

0水 也練ヽ■界 tそ0他 のテールアルメ製ことリョラボレー トも可能です

―珂ⅢO中 上流買にお|する用地に奈おり

無い刑 臨の道宮新登ヽ五幅に最適

―ブ レ■Ⅲストブロックのため 潟水期に幅

期間で価工 し=|ナ■にとう■| 工ヽ事に

お 題

…海岸練や感宮"を 大■t tH用する地区

でり塩を対奈工まとして

(水辺適用事例の変遷〉

0=原 京城線
水辺 テールアルメ

(10(nタイブ)

0ア クアテール15
05mタ イブ)

,S【 =ロ

難5カ類 5工
iト

2003年 ～

0水 中テールアルメ
●5てい現場打ちタイカ
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【スーパーテールアルメエ岩】 (N ETIS登 録 No OS 060012 V)

壁面材の大型化とス トリッフのこ通配置によリ エ規短縮 コス ト怖減を実現 したシンブルで実 しいテールアルメ

●望面'の 大型十とにより ま面ユロI■ を大幅に 1ヽ頂【=ま す

0ハ3,イ フ同打 ヽヽ電ス トワ,ブ をほ広入トリッ,の ‖用 [よウ ストウッタの結延長を臨まします

0産 =日 Fの な車(2,cn‐30cn■により Fr ttE口まをlEせて■ます

●シンブルをムネルルl・と'す イン在続り擦=イヒ十[より 氏配に,向 上しています

イ別述 こと,J万,ロ グを=幻 をして, まヽす

フ!材 ス(い 田卜0 - ハーフサイス("j田1,)

こんな現鳩t有 効T曳
…■題が,ラ ットを師市部の主h=営 ヽラン亨師 〔

聖面右の大==■ ■道成や公臼五成に
…延長)● (工 期短焔Ⅲ望まれる現現に



日

【テクスバンエ法】

B点ビンツ武いたわみ性ブレキャス トアー,カ ルアヽ一 トエ法

(N ETIS登 録 No CB 980117 V)

【テラヴェール(緑化テールアルメエ法)】

●F喜 臼練り要奇を月し`たテー■形状と J点 ヒンシわ

五にすることで 旧F材|【生じる間"i― メントをに茂

し アーテは「材を冠く に斉的な甑師に出茉ます

0大 ==ス バン 高霊とにヽ対応山=ま す

0施 工は'レ ■■入 卜部材0栂 主てによる草純Ⅲ革つ

規逗 しのたら I開 崎塩Ⅲ可能です

0交 通のと断を承小限 t抑える施工が可能てす

0ア ーテ間線によるmな 恵つちち形lrが柔らないて,草

=与 えま,

ッシェバネルを用いたテールアアレン

●メ,ン ュムヽルを拒生マッ トを旧み合t■そf4面を

規十七します

0郎 ,は ,べ てほこのため 大力そのね土てが可能てす

0望 面,小 資価そあり 付云もな身なことにより 〔置

としてもに用Ⅲ司ntそす

0凝 tの 不葺=現 場ては 案るとF4面"を F8,合わせる

ことによウ R壺 コ和と捲"官 理の■力t小 はかれ

ます

★】サ主 工去,1カ,ロ タを[月 Eし てし=す

Cク ラウンよルトしグラウトヽ れ防It材

0上 部目地材  0脚 郁目把材

0下 ねF目把材  0防 水ンート

(N EIIS登 録 No TH 9,0034V)

【紅道口J

Oフ ルサイズアーテ師均

0ハ ー7サ イスアーテ叡れ

0ク ラウン′(イブ

施Im

穀　田

〔お道口】

0メ ッシュ′ヽネル

0ア ン′`~7ツ ク

0ロ ワーフツク 0エ ルト ナット

0ス トワツツ  0ヘ アビン

施工例
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宅地造成等規制法施行令 第15条盟定擁壁Fテールアルメ擁肇J

新0(め 大地震によリテールアルメの高い耐座にか東証されています =し て

テールアルメは摘査=塵 として唯― 十テールアルメ経望Jとして大巨置定を

取●し ヽ地遺確 しヽう雪要度の高い箇所ての使用が霞あ れて, まヽす

テー),)レ メ廼 ば 地上見町高!て Sヽmま でな疑 =れ ていますtF鰹 の

者面144嘩 理者に回す詢 サ配却コがありますの“ 留意が r7te

神■川県 民田幼確国道成二事

奈真環 高草草機グラン ド道成エヨ 3)日査上の制日電□ けにヽ喜電Jの 内サ度葛画



ロ

被災度評価法

地trや怖mi次■けには 町 末台lHJをヽ と,ラ ールアルメ木称 凋辺状況 11打

村道拘母のクJlを tht的にコ定します このHセ 補■を取 ■山はな川定去J■

て0ランクに分類し4制 のに融 化Ⅲの可本Ⅲ断を行っています

J‖■ギ,キ比
|

|

|

一　

一

|

|

預塩ランク】■

調,″ Ⅱ】

婚 ラ 11!

の N】

口 細ラ ンクV

口 調ならクMi

口 能営単卓地客ヨ=お 票 (■1)

IⅢ)E■ 地ヽ8萌 的ランクⅢ■ R室価 Oヽhr8【Fうも0

2007年に発生した荏笙■目把座 中超"班 8て は この3E価■とをⅢ人して口=を そラいました 塔冥 まあて,一 ルアルメつ

市露にtry高さな残稼された確 とりました この植大蔭印価法は 焚宮崎た すそなく 日憶富聖十[t応 用キ 推章督型の面て

t有 効,手 たと,ウます

適用例

危険産 Ⅲ白序 カ 状 態

13

8

0

1

0

0

ロ

口

ロ

口

国 Ⅲ越市地震コ査結果は2)

キJ■ 柳 ■れ ⅢⅢランクtは 抑 す●0軽 lt【 りおロ

師 ンク1コ 04

,罰,シ ロ: フ

捕 ンクm: o

l罰覇ランクロ: 0

抑指ランクV1 0

1詢馬ランクH【 0

Ⅲ  ,`|,■ ■11

!
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‐一則一引詞

Ⅲ干地J格
|どカ

一　

一　

一

|

I  I 変形 娼ほとし

■  1 部分的に幻形lR4したJお 道的0宝 定忙!こ大=く彫留しない

皿  1 会4trj奏,し たょ 相道術の安定性に火=くワ留しよい

w i 叡httr[空 形 却,じ費ミ世ば損なわllたが 1樽道拘として0い 能は当面可能

V  I L較 的に大=ム 変形 源ねをしたInl相遺輸とt7D極 には当面推ヽ可能

W  I 完全に崩壊また1ま六疑 し に道的としてり枝ne r有 してしヽない
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ロ

テールアルメな学k 公Ⅲl Jル フ対 工長同】L 翌田なとの迪frr  i■ に多く■HJされています よいな土地う`すい

日本において テールアルメは土地をl臥 は有効Ⅲ IPで言ます



ロ

テールアルメを水迎て忙コ|ん ff行には 研■F4の逓水!Lや流速=を そおして,「!します は 【次‖のはしいよ辺

においてヽ えしい■alと女全‖を"iヤします

(―級河川の霞岸に使用)

海岸おいにヽいてもテールアルメの超加は可能です コ材t tt■ll策を施すなど 按1 加■ 部材■ とついて

あ水の1レ響を電合的に“i↓します

断面口

断面口



ロ

メッンュ′`ネル掲立てtr況

SEACOAST

敏 由■10うO rgsを有するダムIEh〉



ロ

iヽ(1lTI T! (ヽi lF

現在の得化状況

断面□



ロ

LARCE SLOPE

テールアルメは ■設姑iが 高いヨr例、数多くあります 上成盛上を合めた全体の安定性のに認を行い 痢破額壇を拡iデ

るなどして 所捕iへ のrl応が可佐であ

―

…



口

1囲‖目| ヽヽ ! にヽ1ヽヽヽ 「山 ||)(,t‖|ト トーヽビ1＼(i

止エイ)¬F“を,― ルアルメとした|レJ(をⅢi mテ ールアルメ(■に)と“子すます 打地mを hi小lllに■「えることる`てき

TR卜 1ヽ111

Ⅲ碕】uコRに■輛H わ`ある対 命 | 1 1 1 にt , 1 = せ たJン クけ― 卜舛台と, |」することによリ イ」のf F  Ⅲ Ⅲtを献少し

テールアルメ●体の価 ●十LをⅢ lて=ま す

(両而捕強士壁 )

ヨンクリート架合を葱岸としてい用した刊

断面□



ロ

テールアルメは桁台としても適,コて=ます

があります テールアルメ輌合は ネ1市l■

BRIDGE ABt TMFヽ T

,部工を直接支すjする晴 接橘合Jと す両上にのみを受け持つ「複台橘合J

施■1' ■続llit煙れた形式で,ヽ

直接橘合として
使用した事例

断面口
【板合橋台】

E,Sとい用した積合橋台の事例

【直接橋台】



日

テールアルメは 石加速すし 死〔所

採用Jされています

確rr初処J爆  石"晰 話ヤー ドなど r栄 ■縦iltぅ iい なFt没にも

埋土地上にお案されたち炭橋蕎ヤー

F内 導入のと,か けとなった数とにヽいて テールアルメなその信1"rlを示し続けていまi



A RPOR「 十Hヽ Rし0(

国内 日外へのよ要な大出!い交通インフラてある空港  tl湾J千葉においても テールアルメは■融しています

RAH ROヽ D

1期

断面□



(緑化 景観)

テールアルメは 自然とimmした吐mの 緑イし 和上が可能です また 押■!のテサインスキンやオリツチルのレリーフ

与により "に 帆■1ことr)込んた4Hを 巾とします

旺mに 村を生やすタースや 的な川の

子L開=ス キンを使用して根イヒすること

こ可能です

メッシェ本ネルとh A■マットの細台せ

により1に面の貯イヒを四ります



DESlCN

ヨンクリートスキンには 5樋 頼の標準デザインを取り揃えています。

壁面材の言色やレリーフにも′ヽリエーションが広がります



,― ルアルメ仕様々な嶋面にス1スに対応ⅢXます 及lF f■ 材はこちろん と実市,と幼Jを 小■材として適Ⅲ,した,
|な の地 ロレ状セ■かした埜Ⅲ レ状 |,F性や他■法とり‖州など 打々ないJ限を■の来い性で【ウ赳えます

理畳盛上材(水中スラク)を使用し歌55地理に加 j

断面口

例事たし

火方発電所で算出されるクリンカアッシ■(石炭灰)を盛=材 t使用
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テールアルメは 様々な天琳加泄の止ほや他札逆拘との収合いにも対応できます また上村進物にとって五雲な

ll水延コt百 イです
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掲J途施工車績書 を
ご用意 しています
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